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1. はじめに

明治期から昭和戦前期における内地と

朝鮮・満州を結ぶ定期航路

中 西 僚太郎

明治期から昭和戦前期の近代日本は、 台湾や朝鮮半島、 樺太などを植民地として、 満ヽ州へも勢

力を仲ばし、 いわゆる外地の空間を拡大していった。 外地は現在の日本国十．空間に相当する内地

と洵上交通によって結びつき、 さまさまな地域間関係を形成していた。 地理的環境から見れば、

外地と内地の間には、 日本洵、 東シナ洵、 黄洵といった東アジア洵域が広がっており、 当時の東

アジア洵域における海上交通の実態や交通網を明らかにすることは、 近代11本の地域構造研究に

おいて重嬰な意味を持っている。

近代日本の東アジア洵域を対象とした洵．上交通に関する研究は、 歴史学の分野を中心に行われ

てきており、 涌運政策や外国の海蓮会社との競争などが主な論点となってきた'’。 -•方で、 海上交

通の基本となる船舶や航路に関する基本的な情報を提示した研究は、 管見の限りでは、 松浦章に

よる中国航路を中心としたものがあるほか 2)、 民間で情報の蓄積と公開が行われているものの 3) 、

東アジア涌域の航路網や各航路の輸送力を一 望できるような研究は見出せない。そこで本稿では、

近代日本の東アジア悔域における涌上交通網の基礎的研究の一 環として、 内地と朝鮮・満')•11を結

ぶ定期航路を取り上げ、 日本の主要な海運会社の社史を資料として、 情報を整理して提示した上

で、各航路の継続性や輸送力について検討し、各航路の重要性や果たした役割について考察する。

なお、 当時の東アジア洵域における海上交通（いわゆる近海航路）においては、 貨物船は不定期

便が多くあり、 また中小の船会社による輸送が少なくなかったため、 本稿における検討は当時の

洵上交通の一 端を示すものであることには留意する必要がある。

2. 明治期から昭和初期の海運会社と定期航路の概観

(1)主な海運会社と社史

明治期以降昭和戦前期までの日本の主な海連会社としては、 日本郵船と大阪商船の2大企業が

(3) 



あった。 そのほかに東汗八船、 川崎汽船、 1 | 1 |、汽船、 :.）I物）｝
＇
（-：船舶i'｛|Sなどがあり、 11本郵船や人

阪商船が出夜して設立された洵述会礼としては、 IJ消沢船、 帆師郵船、 近洵郵船があった。 この

うち、 蚊）＜規校の11本郵船は、 欧米やインドなどとの迪洋航路に爾Il．ょがあり、 束アジア洵域ては

直航路に）Jを人れていたが、 その他の航路については、 朝附郵船や近洵郵船に委ねており、 そ

の役割は人きくなかった。 ）j、 人阪商船はII本郵船に比べると束アジア航路か爪裳であった会

礼であり、 本4料では最も平裳な検，，J対象となる。 そこで、 本稿では人阪府船を中心としつつ、 11

本郵船と柑lfiし（郎船、 さらには人辿航路に関しては祉I:J似の後援によって成Vされた人辿汽船を対象

にして、II{｛和戦前期に発行された社史を検ii1対象とする。 取り卜げる社史は『人阪府船株式会社

h 1り史』'、 rI I本郵船株式公ネ1」,:-1介史』 ＇＇、『朝（（l:（郵船株人会ネ1 |- Ir年史』 （；＇、『人連汽船'. | 

イI-略史，「である。 このうち、 人阪勅船と朝（（弟郵船のネ1史では航路に関してまとまった記載があ

り、 比蚊的i[（しい柏報が得られる。II本郵船の礼史では、 近洵航路についての記載は少なく、 検

討できるのは断） ＇［的なI｀轟報となる。 大連汽船に関しては、 入連と中1_1―Iや朝鮮を脊内ぶ航路が多かっ

たが、 本稿の趣旨から大辿と1}、」地を結ぶ航路のみを取り上げる。 なお、 この 、1どは他礼に関しても

同しであり、 大阪商船や1:1本郵船、 朝血『郵船が、 朝廊(-内の各港間や朗鱒とll1 国と粘ぶ定期航路は

検討の対象外とする。 また、 各社史の発行年次は、 上記のIIli'[に示すと、 昭和9、 10、 12、 10年で

あり、すべてII麻LI 10年前後ではあるが多少のばらつきがある。各社の航路 ‘情報を扱うに当っては、

最後の年次については調整することはせず、 礼史の記載のまま扱うこととする。 なお、 東アシア

而域に定期航路を運航していた他の有力な洵辿会社として川崎汽船、 近前郵船、 一―:-)ト物面船舶部

があったが、 本稿では入辿航路に検討において、 各社の述航状況を参照するに留める。

(2)社史に見る定期航路の情報

l.1記の大阪商船、 日本郵船、 ＇：りl鱒郵船、 大連汽船の社史から、 朝鮮 ・満ナl·Iと内地を結ぶ定期航

路の•|］り報をり1IIl,1してまとめたのが、 衣1~4ならびにIii lである。 表］． ～ 4では各社の定期航路

について、 航路名、 開設または廃止、 改称なとの事項があった年月、 事珀の内容、 発廂地と畜港

地、 辿航IlII数、1史）•Il船数、イ史）11船名とトン数、 合計トン数について、 基本的に開設年次の県いも

のから 婉にして不したが、 朝鮮郵船に関しては、 社史の記載II|）'i （航路の）J I(II別）に従って示し

た。 航路名か）ヽ字になっているのは命令航路であり、 大阪向船と朝鮮郵船の航路名に0かあるの

は、 何度か航路名か改称されるなかで、 各ネ1史が編集· 発行されたII、1j !:i （大阪i梢船は昭和9年、

洲 鮒郵船はII{｛和l2り）に認識されていた航路名（礼史てはそれらの航路名で坦1| I'iてがなされ

ている）を、息味している。 なお、 人1 iでは）長本的に礼史に，心叔がある情報のみを出したため、 空

欄の部分は礼史に，；亥 ‘1,1の，心載がないことを小している。 発沿地については、 礼史には，；心載がない

場合が少なくないが、 航路名や1)i」後1尉係から批測てきる部分は心した。 船のトン数（総トン数）

はJよ本的には各礼史に叫叔の放filりを）IJ vヽたが、 不明の場介はWebサイトの•|.1'itli''により補った。

(4) 



応j1ト ン 数とは 各 介 の 使 川 船舶の ト ン 数の介 け であり、 こ れに よ って 各 年における航路の輸 送 力

を1(［し訊る こ とができる。 なお、 人 正 期 ま での船 は 多くが1『客船であり、 11/HII期は貨物船が Ii 立

つ よ う に なるが、 本稿では概算の輸 送 ）J を1lil 題とするので、 貨客船と貨物船 の 区 別はしないで検

詞する。

さ ら に 、 介げ「トン数に連航 1 ul 数を加 味することに よ って、 よ り実 際 に 近い 輸 送 力 を知 る こ とが

できる。 たと え ば、 1 ,200 ト ン の船 1 隻 が、 ） J l 1 1 1 1航洵（航路を朴 似 ） する場 介、 月 間の輸送 ）J

は J ,200 ト ンであるが、 J1 2 1LIl航洵する場合、 月 間の輸送 ）J は 倍 の 2,400 ト ン となる。 また、 1,200

ト ン の 船 2 位が ）］ 4 v,1航洵する場 合、 介叶ト ン 数は 2,400 ト ン で あるが、 1 隻 ー、片 り ） 」 2119 1航洵す

るとみなせるの で、 月 1:::] の 輸送 ）Jは4,800 ト ン と な る。 礼 史で連船＇L |l_ 1| 数につ いては、 月 何 lHIのほ

か週何IOlなどの 記載があり、 統 はされていな いか、 J J 1 ::]のおお よ その航而数に返）じすることに

よ って、 月 IH] の 輸 迄 力 を1(［察することができる。 後述の各航路の輸 送 ）J の 考 察においては、 合，；1

ト ン 数とと も に、 述航I-riI数を加 味した 月 間の延べ合計ト ン 数を適：i[算 i-li して （概符値なので 100

ト ン 木 滴はIJLI:t含fi人 ） 、 輸送）J を考 察する際の参考とする。

図 ］ は各社 の 定 期航路の変造 を 覧 できる よ う に、 表 ］9 ～ 4の内 容に 従って、 航路の間 設 ・ 廃

化 ・ 改 称 ・ 合併 等の情報を図化した も のである。 こ れに よ って、 各 社の定期航路の間 設、 廃止の

II,} 期 や 持紬期 間を4|lliに比較することが容 易となる。

(3) 定期航路の概観

朝 鮒： ・ 祉l:J州 と1人」 地を結ぶ定期航路は表 l ~ 4に見る よ う に梯 々 な も のがあるが、 朝 俯' )j I （り に 関

しては、 朝、{If（ 半 島 南 岸、 両芹お よ ひ‘東岸を航行する 3 つにおお よ そ分類する こ とが できる。 朝 鮮

半 島 南 岸航路は、 内 地と釜 l廿ある い ば馬 山 や 麗水、 木浦を結ふ航路で、 済州 島と内 地を結ぶ航路

も 脅まれる。 朝 鮮 半 島 西岸航路は、 当 時は西鮮線 も しくは南鮮線と呼 ばれた航路 で ある。 内 地と

1 川 を結ぶも のが代 表 的であ る が、 内地と群 山 ま での も の や、 北l-． して銀術 浦 や 安東県まで延 ひ

る も の も 含まれる。 内地は阪神 方 面と結ぶ航路が 中心であったが、 大」．jこ 期 以 降には京浜と粘 ぶ航

路が 見 られる よ うになる。 朝 鮮 半 烏 東岸航路は元 山 を中心に内地と紺； び、 北は清津や雄基まで延

びる も のがある。 これは 当 時、 北鮮線と呼 ばれるも ので、 内 地は明 治期に阪神 方面と結 ぶも のか

ら始まり、 大 it 期 以 降 は 京 祇 方 而と結ぶも の も ／廿 現した。 また、 敦 賀 などの 日 本洵側の港 Ill]と結

ぶ航路 も ある こ とに特徴が あった。

祉1HI、| ）） |（1 iに 関しては、 古くからの港 Ill] である牛荘 ま た ば常 口と内地、 大 連と内地を結ぶも のが

ある。 平iiと1人」 地 （阪神 ） を結 ぶ航路 は 明 治期 の J:I［ い 時期 に 開 設されるが、 明 治期には廃 止され

てしま う も のが 多い。 人1「 期 以 降に活発に なるのが、 大迎と内 地を結ぶ航路であり、 阪神 間を結

ぶ も のが吊 < |}｝l 設され、 後 に 嵐 浜 間を糾 ぶ も のが 間 設さ れる。 これは朝 、鮮 半 島の諸池を紆 1.II する

形 で 内 地と人 辿を粘 ぶ航路も あった が、 内 地と大連を直 結する航路が 中心であった。 大 正 期から

( 5 )  
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1 I 3 、 277 1 、可北丸 I 3,277 
1 I 3 ,2so I 河南丸 I 3 , 2so 

i 9 , ；{9 9 : 2,． 9年 ：し 令 9 , 1 ;9 略g , t i) ＇i 9,t• 印認 0) 人 字 は 命 令 岐 恥 紐効 ト ン 数が可 ，I,＇ て 小 明 （堪 合 は Webサ イ ト ［ な つ か し L イ］ 不 0)汽船l (I) f繹 に よ る 。

附 和 戦、 Ili」 期 に か け て の 人 辿 と H 本 と の 関 係 強 化 に よ り 、 次 第 に 航 路 は 増 強 さ れ 、 内 地 と 帆 鮮 · 満

-Hl h 1f1 i を 結 ぶ 航 路 と し て は 最 も 爪 裳 な の も と な っ て い っ た 。

以 卜 で は I , il.'. の 分 類 に よ り 、 各 ）J I (II の 航 路 に つ い て 、 iこ l ~ 4 と 図 l に ），し つ き 検 討 を 進 め る 。

な お 、 以 卜 の 晶 述 て は 、 i、 1 | l の 航 路 を 小 す I｛祭 に は 、 i又 1 - 1 （ 衣 」 の 番 り ］ ） の よ う に 管j 略 し た 衣

出 を 川 い る さ
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( ! ) 大版筋船

門因認 1..改称）
, 10大晒淫IlI線

声潰線

大飯元UIふ氾疇大阪；iii頃線..大恥城
7 1 

泳線..大版元山線..大阪I t韓線.. 
大l底消，土線..0大飯北鮮線..大妬
洞；19線..大1骰北鉛線

1 1 1 0大l\li馬山線
平叫細大阪安叫饂
1 3 大飯馬山線..0大飯釜山馬llI線
叫 〇九

州

鮮酒線
1 5 1 京浜朝鮒線..0渠京西虹線

( 2 ) 日本郵船

線

三
差］
]

航路名 1..改称）
1 渭渭敦賀線匹レ 北鮮敦賀線
可北餡伏木新潟¥g.. 北鮮新潟線

線京東

州

毅

言
三

凡例 ： 011月設、 9 BjIIか ＼； 改祢． XI廃止 ． ▲ 合併 ． ． 誼段、 ：分割、 ● 休航． ？ 11,ミi韮 灰色は遥行期間．航路番号は袈 1 ~ 4 に対応．航路名の太字は命名航路 ． があるのは社：史で項目迎てされている航詑名．

図 1 各船舶会社 の朝鮮 ・ 満 州 方 面 の 定期航路の変遷
注 ） 『 大 阪商船株式会社五十 年 史』 、 『 日 本郵船株式会社五 十 年 史 』 、 『朝鮮郵船株式会社二 十 五 年 史 』 、 『 大連汽船株式会社二 十 年略史jl

よ り 作成 。
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3 . 朝鮮方面 の定期航路

(1) 朝鮮半 島南岸航路

内地から朝鮮半 島への最 初の定期船は、 明 治 9 年に三菱会社 が 釜 山 へ 1回 航し た も の と され <) ) 、

日 本 郵 船は 明 治 18 年 に 神 戸 イ： 川 線 （ 表 3- 1 ) を 開 始し て いるか、 明 治21 に は 昂 く も 廃 止し てい

る。 大 阪 商 船に よ る最初の航路は 大 阪 釜 山 線 （表 1 - 1 ) であり、 明 治23 年 7 月 に 開 始し ている。

省 湛地 は 神 戸 と 馬 関 （ 下 関 ） であり、 白 川 丸 (562 ト ン ） が 8 日 に 1 回 運 航 して いた。 8 日 に 1

|n ［ は 月 間にする と 3、 4 同 と なるが、 3 回と考え ると 月 間 1 ,700 ト ン の輸 送力があった こ とになる。

この航路は 明 治27 年には、 赤 間 関 （ 下 関 ） 発 着 と なり、 仁 ）1 | へ延航し た り しているが、 釜 山 に

も 寄 迷する大 阪 仁 川 線の航洵数が増 加 し たため 、 翌 年には廃 止となっ て いる。 しかし、 明 治 35

年 には再開 され、 大 阪と 釜 山 の 間を神 戸 ・ 下 関 ・ 博多 ・ 厳 原 を 寄 港地 と し て 、 9 日 に 1 回、 手取

J I  I 丸 (428 ト ン ） が運航している。 こ れを お お よそ月 3 回 の 運航とみなす と 、 月 間 1 ,300 ト ン の

輸 送 力 があったとい え る。 その後 、 日 露 戦争中の休航 と 戦後 の 再開を経 て 明 治 39 年 9 月 には廃

止 と なっている。 廃 止の理 由 は 明 治 38 年に下 関 と 釜 山 間 に 関 釜 連 絡船が就航するよ う になっ た

こ と が影響している と 考 え ら れる。

大 阪 釜 山 線が廃止 され た と はい え 、 釜 山から西へ 50 キ ロ はど離 れた馬 山へ は 、 大 阪商船 に よっ

て 、 大 阪から の航路（大 阪 馬 山 線、 表 1-1 1 ) が明 治 39 年 12 月 に開始している。 こ れは翌 年には

大 阪仁 川 線が随時馬 山へ寄港するこ とになったため廃 止 と なったの ち 、 大正 13 年には再開 され、

昭和 7 年 には 大 阪 釜 山 馬 山 線 （表 1-13 ) と 改称 さ れ、 昭和期へ と 続い ている。 その 間、 馬 山から

西へ 100 キ ロ ほど離 れ た 麗水へ臨時に延航 も 行 わ れ、 神 戸 ・ 門 司 ・ 釜 山のほかに、 坂 出 や 尾 道な

どが寄 港地となっていた 。 大 阪 馬 山 線の 輸送 力 は 、 明 治 39 年 には秀丸 ( 1 ,055 ト ン ） が 月 3 回航

行してい た ことから 月 間 3,200 ト ン 、 大 正 13 年 には 天 智 丸 (804 ト ン ） 、 石見丸 (773 ト ン ） の2

隻 で 月 5 回 航行 し て いるので 、 月 間 3,900 ト ン の 輸送力 があった と い え る。 その後、 昭和 7 年に

は石見丸 l 隻の航行となっているが、 昭和 8 年 6 月 には石見丸と常彦 丸 (676 ト ン ） で月 8 回 運航、

同 年 1 1 月 に は 両船 に 運 天 丸 (1 ,026 ト ン ） を 加 え て 3 隻で 月 9 回 運航して いる。 そ れ ぞれ 月 間

5,800 ト ン 、 7,400 ト ン の愉送力があっ た こ と になり、 明 治末期に比ぺ て 昭 租 初期には輸送力 は倍

増 している。

大 阪と麗水を結ぶ航路は、 朝鮮郵船によって 大 阪麗水線（表2-10) として全靴南道庁 の 地方命

令を受 け 昭 和 2 年に開始しているが、 昭和 5 年 に は廃 止となっている。 開 始 当 時は平壌丸 ( 1 , 127

ト ン ） が 月 3 ILり 航 行 して お り 、 月 間 3,300 ト ン の輸送力 があった。

また、朝 鮒郵船は大正2年 に 木 浦 芯松線 （表2-l l ） を 開 始し ているが、 大正 6 年 には廃止している。

ま た 、 同 社は済州 島 仕 民 の要望 に 応 えて、 大正 13 年に大阪済州島線（表2-9) を 開 設し、 月 1 国 、

咸 鏡 丸 (751 ト ン ） 、 点 城 丸 ( 1 ,033 ト ン ） が運航し て い た が、 昭和 10 年には休航 と なっている。
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(2) 朝鮮半 島 西岸航路

日 本 郵船は、 先 に 述 べ た 神 戸 仁 川 線を 明 治21 年 に 廃 止し た 後 、 明 治 3 1 年 に 神 戸鎖 南浦線 （表

3-3) を 開 始するも明 治 33 年 には廃止、 明 治 39 年 には大 阪鎖 南 浦 （安東県） 線 （表 3-8) を 開 始

するが、 明治 40 年 に は 廃 止 とな っ て いる。 い ず れの航路も短 命 に 終わ っ ている理 由 は 詳 ら かで

ない か、 遠 洋航路 に 力を 入れて い た 同 社は、 大 阪商船との級合のなかで、 朝鮮航路か ら は退 いて

い っ た 結 果とみることがで き よ う。

大 阪 商船は明治26 年 に 大 阪 仁 川 線 （表 1-2) を 開 始 し 、 これは その後、 他の航路との合併 や 分

割、 終点の変化を繰 り 返して、 系 統や名 称は変転して いるが昭 和 期 まで継統している同 社の朝 鮮

半 島西岸の主力航路である。 航路の変 化を追うと 、 明 治 37 年 には 大 阪 群 山 線 （明 治 34 年 に 開 始

し た 馬 山 群 山 経過 大 阪仁 川 線が航路を群 山 まで に 短縮 して改称 し たもの） に 合併 され（形式 ＿ートは

廃 止）、 明 治 39 年 に 同 線は再び仁川へ延 長 して大 阪仁 川 線と改 称、 大正 6 年 には再び仁川 延航を

廃 止して、 群 山を終点とし た 。 大 」E 7 年 には大阪安 東 県 線を合 併して大 阪 南鮮線とな っ た が、 大

正 1 1 年 に は 同 線を 大 阪仁 川 線と 大 阪 安東県 線 に 分割し た た め、 再 度 大 阪 仁 川 線が開始 する形と

な っ て いる。 大 阪仁 川 線の寄港地は、 神 戸 ・ 下 関 （の ち に は 門 司 に 代 わる）・ 釜 山 ・ 木浦 ・ 群 山の

ほ か 、 明 治 期 には厳原 や 馬 山 があ っ たが廃止 され、 昭和期には釜 山 寄 港が廃止 され麗 水への寄 港

が行われている。 同 線 の 航行船舶数は、 明 治 40 年 までは 1 ~ 2隻であっ た が 、 同 年 に 増 配 され

て 4 隻とな り 、 そ の 後は航路の合併 ・ 分離の影警もあるが、 大＿『［ ・ 昭和期は、 お お む ね 3 ~ 5 隻

とな っ ている。 運 行 1回 数は、 明 治期は 月 2 1且1か 4 回であ っ たもの が 、 大正期以降は 月 6 回から 10

l国 （大阪 南鮮線の時期は 13 回 ） へと増 加して い る。 使 用 船舶は、 開始 当 初の明 治26 年 は 木 曾 川

丸 (685 )ヽ ン ） であ り 、 そ の 後 明 治期は 同 等 の船舶 が用いられ、 大 正期 にはやや大 型 化し、 昭和

期には 1,000 -2,000 ト ン の船が用 い ら れる よ う に な っ ている。 使 用 船舶 数の増 加や大型 化、 運

航回 数の増加 に よ り 、 輸送力は飛躍的 に 増 加してお り 、 明 治26 年は 月 間 1,400 ト ンであ っ たもの

が、 明 治 39 年には2,900 ト ン 、 大 正 7 年 には 8,900 ト ン 、 昭和2年 に は 12,800 ト ン 、 昭和 7 年 に

は 13,600 ト ン に 増 加 し ている。

大阪商船は大阪仁 川 線の開始後の明 治 32年 に 大 阪鎮南浦線 （表 1-3) を開始し、 翌 年 には逓信

省の命令航路とな っ て いる。 鎖 南浦が冬期結 氷期は仁 川 止 ま りで、 大 阪仁 川 線が 明 治 37 年 に大

阪群 山 線と合併して、 仁 川 までの便 が一 時 期 無 く な っ た 明 治 37 年 には汽船を増 配 し た 。 しかし、

大阪仁 川 線が復活し た 明 治 39 年 には減便 し 、 明 治 40 年 に は廃 止とな っ ている。 この航路は、 寄

港地は大 阪 仁 川 線と 同 様であ り 、 仁 川 までは大 阪仁川 線を補う形の航路と い え 、 仁 川 よ り 北へ航

行する役 割は 、 の ち に 開 始 し た 大 阪安東県 線 に 代 替 されて役割を終 え た航路とみることがで き る。

連航船 数は 、 明 治 37 年 に 増 配 されるまでは ］ ～ 3 隻で、 明 治 37 年 に は 6、 7 隻 に 増 え た が、 明

治 39 年 には2隻 に 減少して いる。 運航回 数は 月 2 ~ 3 回 程 度であ っ たものが、 明治 37 年 には 月

12 回 に 増 加 し、 明 治 39 年 には 月 4 同 に 減って いる。 輸送力を算出すると明治 33 年 には 月 間2,000

( 1 5 )  



ト ンで あ り 、 増 配 期 は 小 Jであるが 10,000 ト ンに及 ん だ と 老 え られる。

人 阪 向 船 は 人 阪鎮悴i iili 線 に 紬い て 、 明 治 38 年に大 阪 安 東 児 線 （ 表 1- 10 ) を ll+J 始し て い る。 況

初 は 鎖南 油 に は 寄 港し ていな かったよ う である が、 明 治 40 イド に は 寄 述するよ う に な り 、 ）ゞ l|-： 6 

介 に は 航 路 を 付縮し て 鎖南 打li | ［とな り 、 安東 県への寄 地 が再 開 後 も 、 Il11 牙ll 7 年 に 安 東 県 付 近 が結

氷 中 は 鎖 南 IIIi 止 と な っ ている。 こ の航路 は 直述のよ う に 、 大 1T 7 介に大 阪右 ） 1 | 線と合併し て 人 阪

州鮒線 と なったが、 大 」 I- l l. 1I に は 1nj 線 分割 に より、 大 阪 安 束 線となり、 昭 和 7 年 に は 大 阪 安 束

肌線 と し て 復泊し て いる。 寄 迷地は、 咀 治 38 年 は 神 戸 ・ 門l·ij ・ イ 川であったが、 人 if 11 年 に は

釜 1 1 1 · 木 ii|］ ・ 僻 1 1 1 が）J | lわり、 ） lゞ「 14 年 に は 内 地で は 古 油 （ ！ し） ・ 地 道への寄 港 も 行われるよ う に

な っ ている。 述航船 数 は 2 ~ 3 位で あ り、 連航Inl 数 は 4時 を 除い て ）l 2 ~ 3 |I IIであった。 {;It}舶 は

明 治 38 介 の 間 始 崎 初より、 ネ{I'v)廿 丸 (1,473 ト ン ） を は しめ と する 1,000 - 2,000 ト ン 規校の比較

的 大きな船 が1史 用 され て お り 、 II{｛ 和 3 年ーに は 加 賀 丸 (2,309 ト ン ） が航行し ている。 輸 送 ）」 を 算

出すると、 明 治 38 年 に 月 間 6,300 ト ン で あ り 、 開 始 当 初 よ り 比 較 的 大 き かった と い え る。 そ の

後は人きな変化 は み られないが、 昭 和 3 年には 約 8,000 ト ン に 培加し た と みら れる。

ま た、 人 阪 と 安 東 県 線 を 結 ぶ 航 路し て は · 時 期 、 宇 品 経 由 大 阪 安 束 県 線 （ 表 1-12) が あ っ た 。

こ れは 陸 軍と 航 行船舶の一 部 使 用 契 約 を 期 に 明 治 40 年 に 1開 始した も ので あ るが、 翌 年 に は ）発」I·

となっている。 寄港地は神 戸 ・ 宇 ］古 ・ 1:1,1 司 ・ 仁 ）I I · 鎖附 洲 ・ 龍厳浦であ り 、 船舶 は 咸嗅 丸 (2,135

ト ン ） で 3 週 に 1 I「りの連航であった。

大 阪 商 船が東京 方 面 と 明何 半 島 西 岸 を 結 ぶ 航路 と し て 開 設 し たのが東京四鮮線 （表 ］ -15) であ

る。 こ れ は 東京 と 安東県 も し く は 鎮 酎浦 を 糸翡 ぶ 航路で あ り、 京 浜 帆 鰍 線との名 称 て 大 l|一｀: 15 年 に

開始 し ている。 寄 港地 は 横 浜 ・ 名 古屋 ・ 大阪で、 以後の寄港地 は 大 阪鎮 南 浦 線 や 大 阪安東県線 と

同 様で あ る が 、 復航時 に は ‘1行 水 に 寮 港し て い た 。 船舶 は 2 ~ 3 隻 が 月 2 ~ 3 回 連 航し て い た 。 1

笈 が約 1 か 月 をか け て 往 復し てい た 航路 と みなす こ と ができる。 連航船舶 は、 II(：1和 5 年 は 江龍丸

(2,251 ト ン ） 、 ひよ ど り 丸 ( l,794 ト ン ） の 2 隻で、 合 計 ト ン 数は 4,045 ト ン 、 昭 和 7 年の合叶 卜

ン 数 は 5,419 ト ンであ っ た。

削静•f 祁船は）又llこ: 6 年 頃 か ら 朝 鮒： 半 島 両 岸 から 阪神 地方へ米の輸 送を行っ て い た か、 そ れ は 大·11•:

9 介 に 新 義 州 大 阪 線 （ 表 2-8) とな り 、 朝鮮総 督 府の命 令 航 路となっ ている。 寄 港 地は 鎖 l舟j iili .

1 川 ・ l}『 |1 1 · 木 iili • 谷 Il 1 • 閲 l'lj . 神 戸で あ り 、 3 隻 の船 が イ十 闇 36 回 （月 に すると 3 1且1 ) 航 行 し

て いた。 船 舶 は 新 義 ）廿 丸 (708 ト ン ） ほ か 1,000 ト ン 未 襴の船 3 隻で あ り 、 介 計ト ン 数 は 2,129

ト ン であ っ た。 こ れ は II(｛ 和 l0 年 に は 新 義） l·I からi□ )I I と 内 地を結 ふ 北 部線 と イ ー 」I I から釜 山 を 内地

と 鈷 ぶ 酎 祁線 と に 分 割 さ れ、 北 部 線には 4,000 ト ン 1利の貨 物 船 2 隻、 南 部線 に は 3,000 ト ン ）＼I!の

貨物線 が 2 位 ‘ 11 て ら れ て い た。

新 義 什1 大 阪線 と 1i il 時 期 に 、 切 鮮 郵船は東 扇 力 1f11 と 新義J’卜I を 結 ぶ航路 で ある朝鮒両 ；ぷ横浜線 （表

2-7) を 人 I [ 9 年 に 1•}｝l 始し て いる。 こ の航路 は、 人 正 12 年 の 関 東 人 震 災 時には、 11 11 ネ蘭 丸 ( ] ,723
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ト ン ） ほかが、 朝鮮米を東京へ愉送 するなどの活躍をして、 Il(｛ 和 7 年に は 新義州1 束 応線 と して叫

鮮総腎/{Jの命令 航 路 と な っ て いる。 昭 和 12年に は 、 輿 東 丸 (3,590 ト ン ） ほか、 3,000 ト ン 級の

船 舶 4 隻が 月 4 [ 1 1 1 述 航し て おり、 合 計 ト ン 数 は 13 ,484 ト ン に 及 んでいた。 ほ ほ 同 時 期 の大 阪 商

船の束扇 1厨 鮒 線と比べる と 輸込力 は 大きかった考 えら れる。

叫血（ 郵 船 は、 昭 和 初 期に は 而 州 と大 阪 、 東駅を結 ぶ航路を辿 航しており、 そ れ は 昭 和 7 年に ［朴l

始した洵州 大 阪 線 （衣2-12) と ll{｛和 1 0 叫州 始の汁iJ・ ）·II 東哀線 （衣2-13 ) である。 悔） 、卜1 人 阪線 は ‘ l'i 初 、

桜 ，1,，｝ 丸 ( ] ,28] ト ン ） が述 航していた が 、 後に以 畿 丸 ( 1 ,005 ト ン ） に変更 され、 イト次 は 小 明であ

るが、 刹 義 州 人 阪 線 が ‘孔I) ‘州に寄i悲 するよ う になったため廃 止となっている。 洵州 東 以綜で は ll{｛和

10 りに大辿 丸 (2,473 ト ン ） が連 航しており、 迎 航 ［H | 数 は 小 明で あるが、 新義州 束 原 線の例から

すると） l l [l―i[ 1青！ 度であ った と 考 えら れる。

(3 ) 朝鮮半 島東岸航路

大 阪 商 船 は 明 治 35 年に大 阪と元 山を結 ぶ 大 阪 Jじ I且 線 （表 1-7 ) を 刷 始 した。 この航路 は 朝 鮮一 方

j (1iの終点 変 更により、 幾 度 も 名 称 変 更 が され た が 昭 和 期へと続いている。 明 治 37 年には11 露i災

争の影糊により休航したが、 翌 年に は 1:|} |｝}]し 、 明 治 39 年に は ーII寺 ウ ラ ジ オ ス ト ク ヘ 廷 航 してい

るが、 5 か ）j ほどで城 甜 止に 変 更 し、 翌 年に は 元 由 几めに戻 り 、 明 治 41 年に は 肖 度 城 祁なら び

に ｀i青津へ延航、 明 治 43 '.年に は 泊 汁1 が 終 、内、となっている。 この11月 、 名 称 は 大 阪 ii|] J篇綜 、 大阪城料

線、 大 阪 几 山 線、 大 阪 北 韓 線 と 日 ま ぐるし く 変わり、 Il)l 治 44 :年に は 大 阪 清 i・半 線 と 改 称 して落 ち

着いている。 そ の後 、 大 訂 4 年 に は 一 → 部の船が ウ ラ ジオ ス ト ク ヘ延航を1廿翡Jする も 人 ］ 1• 6 年に は

廃JI· され、 翌 年に は 航 路 名 称 は 大 阪 北 糾（：線改称 されたが、 大正 9年には 人 阪清 津線 と い う 名 称に

戻 り 、 大正 10 年に は 清 涅へ停 泊 中に紐基へ延航が行われている。 そ して 、 昭和 8 年 に は 別 途 大

阪清沖線 が 開 始し たため 、 大 阪北鮮線に再 度 名 称 変 更している。 寄 港地は大阪 元 山 線の時期は神

戸 ・ 下 関 ・ 釜 1 1 1であ っ た が、 ウ ラ ジ オ ス ト ク や 城 津 、 清 津へ延 びるよ う に なってから は 、 西 湖 津

や祈油に奇港し 、 そ れが廃 止 され た 昭和 初 期に は 汀1i項への寄港 が行われるよ う になっている。 内

地では 字 l '』 や 広 島 、 尾 道 か•-· 時 期 、 寄港地 と なっている。 航行 船舶 は 日 露戦後の百 間 後 は2 ~ 3

隻であ り、 連 航 I[11 数 は ）］ 3 ~ 5 圃 程 度であ っ た 。 l明 治 末期以降の消 津を終点とする場 合 、 各 時期

を通して、 2隻で月 3 |I1| 、 3 隻で 月 5 1国 連航して いるこ と か ら 、 1 隻で 月 に 2往復するの は 難 し く 、

月 に 1 往 復 半で あ っ た と 考 え ら れる。 使 用 船珀 は 、 明 治 35年は 隅 田 川 丸 (743 ト ン）であるが、

その後 は 1 ,000 ト ン 以 I． の船となり 、 昭 和 初 期に は 初」 南 丸 (2,567 )ヽ ン ） など2,000 ト ン 級の船 も

川 い ら れている。 合 計 ト ン 数 は 、 開 始 時の 743 ト ン か ら 、 明治 38年に は 1,903 ト ン 、 明 治 43年

に は 6,063 ト ン となり、 最 大 の11/HII 3 年 の 6,767 ト ン に近い仙となっている。 そのほかの年次で

は 3,000 ~ 4,000 ト ン と なっている。 連航/!!I 数と 合 訃ト ン 数から、 月 間 の 延 べ 合 計ト ン 数を算 廿ー＼

すると、 域 人の明 治 43 '.ィー「 、 昭 和 3 年 て ］0 ,200 ~ 10,300 )ヽ ン 、 明 治 38 年 は 1 , 900 )ヽ ン 、 鳳j 治 45
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年は4,400 ト ン と な る。 大 阪 商船の大 阪 仁 川 線と比 較すると、 やや少 な い も のの 、 それ に 匹 敵す

るほどの輸送力 を持って いたと い え る。

人 阪 商船の他の朝鮮半島 東岸の航路としては、 昭和 7 年 開 始の東扇北鮮線 （ 表 1-16) と昭和 8 年

間 始の大 阪 泊 津線 （表 1-17) がある。 東京北鮮線 は 、 当初 ば清津を終点としていたが、 昭 和 8 年に

は雄 基を終 ，点 に 変 更 している。 11什和 7 年 の 寄港地は、 横 浜 ・ 名 古屋 ・ 門 司 ・ 釜 山 ・ 元 山 ・ 西 湖 測 ・

城津であるが、 往航 に は 大 阪 ・ 神 戸 に 臨 時 寄 港 し 、 復 航に は 雄 基へ延航して、 城津寄港は 省 略 し 、

叫 湖 津 ・ 神 ）• -） ， 人 阪 ・ 四 日 市 ・ 武 農 に 臨時香港 している。 船舶 は 、 昭 和 7 年は雲南丸 (2,202 ト ン ）

で月 ］ ／叫の連航であったが、 昭相 8 年 に は 、 め など丸 (2,166 ト ン ） が加わ り 、 2隻で月 2回の連航

となっている。

大 阪清 津 線 は 先 に 検 討 し た 同 名 と は 別 の 航路で、 大 阪 · i青 沖 間を神 戸 ， 門 司を寄港地として、

貴川 丸 (2,565 ト ン ） 、 式 畠 丸 (2,569 ト ン ） の2隻 が、 週 1 I国 （ 月 にすると 4 回 ） 航行している。

2隻は 月 に 2往復 していたと考 え ら れ 、 合 計 ト ン 数は 5, 134 ト ン であるが、 月 間の延べ 合 計ト ン

数 は 10,300 ト ン と な る。 こ れ は 先の検討した大 阪 消 津 線 （ 大 阪 北鮮線） の ピ ー ク 時 に 匹 敵する

ト ン 数であ り 、 大き な 輸送 力 を持って いた と い え る。 ち な み に 、 この 航路は 11召和 ］ 1 年 に は 大 阪

北 鮮 憩 行 線と 改 称さ れ 、 新造の 貨 客 線 洛 東 丸 (2,962 ト ン ） 盟 3 隻が配 さ れてお り 1 0) 、 いっそう

の輸送 力 増 大が行われている。

日 本郵船に よ る朝 鮮 半 島東岸 の 航路として は 大 阪元 山 線 （ 表 3-6) があっ た が、 これ は 明 治 38

年 に 開始する も 、 翌 年に は 早く も 廃 止 と な っ て いる。 こ れ は 、 先 に 検討 し た 同社の 大 阪鎮 南 浦 線

が同時期に開始後 1 年足らずで廃 止と な っているの と 同 様 に 、 日 露戦 争 後 の 需要を背景と して朝

鮮半 島 の 東岸へ航路を設けたもの の 、 大 阪商船な どとの競 合 のなかで撤退 した結果と考 えら れる。

朝鮮郵船 は 朝鮮東岸 の航路を い く つ も 開設 し て い るが、 内地の 日 本洵側 の 港湾 と 結ぶ航路を設

けている点 に 特徴がある。 その 例 が北鮮敦 賀 線 （ 表 2-1) で あ り 、 大 正 6 年 に 試験 的 に 北鮮 （清

津 と 想定さ れる） と 敦賀 間 に 連 航を開始して いる。 翌 年 には清津敦賀 線の 名 称で朝鮮総督府の命

令 航路と な り 、 昭和 1 1 年に は 命令 更 新 に 際して北鮮敦 賀 線と改称 し ている。 寄 港 地は 、 大 正 7

年は城沖 、 元 山であったが、 大正 14 年 に は 宮 津 ・ 舞鶴 ・ 新舞鶴が加 わ り 、 昭 和 11 年 の 寄港地は 、

雄基 ， 羅 津 ・ 消 津 ・ 城 津 ・ 元 山 ・ 敦賀 • 新舞鶴 ・ 舞鶴 • 宮 津 ， 境 と なっている。 使用 船舶 は 、 大

正 6 年は平壌丸 ( 1,127 ト ン ） であ っ たが、 大正 7 年 に 立神 丸 、 大正 14 年には慶安丸 と いった2,000

ト ン 級 の船 に 代わって お り、 大 正 14 年 に は 2,000 ト ン 級 の 貨物船が増 配さ れている。 そのため、

合計ト ン 数は大正 14 年 に は 4,091 ト ン と な っ て いる。 同 年 の 連航 回 数 は 年 34 回 （ 月 にする と 約

3 |！9| ) で、 2隻で連 航 さ れて い た た め 、 月 間の延べ合 計 ト ン 数は 6,100 ト ン と な り 、 か な り の輸

送 力 があった と い え る。

朝鮮郵船の北鮮新潟線 （ 表2-2) は 、 昭和 7 年 に 北鮮伏木新潟線と して 自 営運航 されていたもの

が、 昭和 10 年に、 北鮮新杞 線として朝鮮総督府 の 命令 航路となっ たものである。 発着 地 は 詳 らか
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で は な い が 、 朝 鮮 側 は 清 津 か 雄 基、 内 地側 は 新 褐 か 伏 木で あ った と 考 え ら れ る 。 昭 柑 7 年の街 港

地 は発 着 地 の ほ か は 、 七 尾 ・ 元 山 ・ 興南 • 新 昌 ・ 城禅であ っ たが、 昭 和 10 年 に は 日 満 の 直 航 コ ー

ス と な っ て お り 、 新 潟 と 清津 も し く は 却 基と の 間 の 寄 港地 は 省 略さ れ て いたよ う で あ る 。 そ れが

昭和 ］］ 年 に は 、 北鮮方 面 と 新渇 と の循環航路と な り 、 も っ ぱら貨物 輸送で 陸 軍 の 御 用を兼 ねて叩

需 品 の 輸送 に 当 っ て い る 。 朝鮮側 の 寄 港 地 は そ れ ま でのもの に 好 籍卜が加 わ り、 内 地 側 は 新 紀のみ

と な っ て い る 。 運 航 同 数 は 不 明で あ る か、 船舶は 1 隻で、 昭 和 7 年 は 釜 山 丸 ( l , 642 ト ン ） 、 ll{｛ 和

10 年 は 新京丸 (2,672 ト ン ） が用 い ら れ て い た 。

以 上 の 朝 鮮 郵 船 に よ る 内 地の 日 本洵側 の 港 湾 と 帆 鮮 京岸 と を結 ぶ航路 と は 異 な って 、 大 阪 あ る

い は 束京 方 而 と 朝鮮東岸 を 結 ぶ航路が、 以 下 の 4 つの 航路で あ る 。 まず は、 釜 山 浦 塩 斯 徳 大 阪 線

（表 2 -3) で あ る が 、 こ れ は 大 正 4 年 に航洵命令を受けて 開 始 した元 山 と ウ ラ ジ オ ス ト ク を結 ぶ航

路 （元 山 浦塩斯徳線） が、 大 正 6 年 に 阪 神 へ航路が延長され、 釜 山浦塩斯徳大 阪 線 と 改 名 さ れた

も の で あ る 。 ま た 、 並 行 し て 大 正 14 年に は 他 社 （神 戸 互 光 商 会 ） から 陸 軍の御 用航路 の 権 利 を

継承して 大 阪 と 雄 基 と の 問 の 航路を開 始 し て いたが （大阪雄 基線） 、 こ の 航路は昭 和 1 2 年 に 釜 山

浦塩斯徳大 阪線 に 合 併 さ れ 廃 止さ れ て い る 。 大 阪 雄 基 線を合併 した釜 山 浦 塩斯 徳 人 阪 線 は、 使用

線 3 隻 の う ち 1 隻 （新 京 丸 ） が神 戸 ・ 広 島 ・ 清 津 間 で 陸 軍御 用 航路を兼 ね る こ と となっ て いた。

寄 港 地 は 、 大 正 14 年 の 大 阪雄基線 は、 神 戸 ・ 広 島 • 関 門 ・ 釜 山 ・ 元 山 ・ 興 南 ・ 城津 ・ 清 津で あ っ

た が 、 合 併 後 の 昭和 ］ 2 年 の 釜 山 浦塩斯徳大 阪 線で は、 こ れら に 雄 基 と と も に 羅 津 が加 わ って い る 。

使用 船 は 大 正 14 年 の 大 阪 雄 基 線で は 立神 丸 ( 2 ,483 ト ン ） 1 隻であり、 年 18 回の連航であ っ た が、

昭 和 12 年 の 釜 山 浦 塩 斯 徳 大 阪 線では 、 新 京 丸 ほ か 3 隻で、 年 30 回 以 」こ の 運航 と なって い た 。 昭

和 12 年 の 合 計 ト ン 数 は 6, 984 ト ン で、 年 30 回 以 上 の運航は 月 に す る と 約 3 回であ る 。 3 隻で 月

3 回 運 航 の 場 合 、 1 隻 が 月 1 回 運 航と考 え ら れ る ので、 月 間の輸送 力 は 合 計 ト ン 数 と 同 じ で あ る 。

6, 984 ト ン は 、 船 組 が大 型 化 し た 昭 和 1 2 年 と し て は 特 に大 き い と は い え な い が 一 定 の 輸 送 力 を 持 っ

て い た と い よ う 。

雄 基 東 京 線 （ 表 2- 4) は 昭 和 3 年 に 自 営 航 路 と し て 開 始 し た も の が 、 同 年 に 朝 鮮 総 督 府 の 命 令

航 路 と な っ た も の で あ る 。 寄 港 地 は 清 津 ・ 城 津 ・ 元 山 ・ 釜 山 ・ 萩 • 関 門 ・ 名 古 屋 ・ 横 浜 で あ る 。

同 年 に は 長 白 山 丸 (2 , 1 3 1 ト ン ） 1 隻 が 月 1 I回 以 上 、 年 1 6 回 運 航 し て お り 、 月 間 の 輸 送 力 は 2 ,1 3 1

ト ン を や や 上 回 る も の で あ っ た と 考 え ら れ る 。 運 航 回 数 は 昭 和 9 年 に は 年 29 回 に 急 増 し て お り 、

月 間 の 輸 送 力 も 倍 増 し た と 推 測 さ れ 、 昭 和 1 2 年 に は 2 ,500 ト ン の 船 2 隻 と 5, 000 ト ン の 貨 物 船 の

増 配 が予 定 さ れ て い る 。 昭 和 初 期 に 輸 送 力 は か な り 増 加 し て い っ た と み る こ と がで き る 。

朝 鮮 郵 船 に よ る 雄基 と 大 阪 方 面 を 結 ぶ 航路 で あ る 雄 基 大 阪 線 （ 表 2-5) は 、 明 治 45 年 に 開 始 し

た 釜 山 と 雄 基 を 結 ぶ 航路 （ 釜 山 雄 基線） が 、 大 正 4 年 に 門 司 へ 延 長 し 、 さ ら に 大 正 1 4 年 に 阪 神

方 面 へ 延 長 し て 成 立 し た も の で あ る 。 釜 山 雄 基 線 の 際 に は 、 朝 鮮 半 島 東 岸 の 大小 1 3 も の 港 を 寄

港 地 と し て 釜 山 か ら 雄 基 に 達 し て お り 、 門 司 へ 延 長 し て か ら は さ ら に 小 規模 な 寄 港地 が 追加 さ れ

( 1 9 )  



た が、 阪 神 ）J I(I Iへ延長 し て からの寄 港地は不 詳で あ る。

朝 鮒： 郵船が 昭 和 9 年 に 開 始し た 北 鮮 横 浜 急 行 線 （ 衣 2-6) は、 束 ぶし ・ 横 浜と北針' )i l[I Iを結 ぶ航

路であ る 。 寮 港 地 に は人 阪 ・ 神 戸 ・ 名 占厨 • 関 「＂ j . 釜 山の他 、 大 船 渡 や 塩 釜も人 っ ており、 本 州

の太’I守(·- 1し111を 周する形で北鮮語地と糸れ は れ、 5,000 ト ン 歴 貨 物 船 が 約 l か ）］ で周 I且1 する航 路で

あ っ た 。

4 . 満 州 方面の定期航路

(1 ) 牛荘 ・ 営 口 航路

牛斗i ． 停； LIへの定期 航路の初 期のも のは 、 11 本郵船が 明 治 23 年に開 始し た 神 ）：：i牛荘線 （表 3-②)

であるが、 1lij 線 は 明 治 33 年 に は 廃 ．止と な っ て い る。 そ れ を 継 ホ し た 形とな っ て い るのが、 同 社

に よ る明 治 32 年 1翡l 始の神 ）ゴ 北 消 線 （表 3—④) で あ り 、 神 戸と牛荘を発府 地として、 往 航 は l‘• 関 ・

芝 柴 ・ 応．れ 、 復航 は 芝 架 に 寄 港し、 2 隻の船が 2 週に 1 Jril （ 月 に約 2 |hl ) 蓮 航して い た 。 1nl 線は

明 治 36 年 に は、 営 「 I 丸 ( l ,966 ト ン） ほ か 2 隻、 合 計 3 隻 が連 竹 してお り 、 連 航 111」 数は小 l．ザlであ

る が 、 明 治 32 年の例 からすると 月 3 回 ( l 隻が月 1 I且1 ) 連航してい た と推 定 さ れる。 そ の た め

明 治 36 年の月 間 の輸送 ）J は、 合 計ト ン 数 5,687 ト ン と 同 じで あ っ た と 考 え ら れる。 こ の航路は

比較的長 く 続 いたが、 大」E 1 2 年に は廃止とな っ ている。 その埋 由 は 前 ・年 に 近洵郵船が設立 さ れ、

日 本郵船の近悔航路事業 が 同 社へ委譲 さ れ た こ とが影聾した と 考 えら れる。 ま た 、 日 本郵船は明

治 39 年 に 命令 航路 と して横 浜牛荘線 （ 表 3—⑨) を 開 始して いるが、 これ は 同 様 に大正 12 年 に 廃

．止とな っ て いる。 これ は ま さ に 近洵郵船にその航路が委譲 さ れたためで あ る。 ち なみに、 委譲を

う け た 近 而郵 船は昭和 1 0 年には迎信省の命令航路として横 浜 営 LI 線を 運 行して い る'I I o 

H 本 郵船に や や 迎 れる形で大 阪 裔船は、 I．リ」 治 32 年に天 沖経 由 神 ）ゴ 牛 荘 線 （表 L④) と 芝 栄 経

川 神 ） ·i !にi]· 線 （ 表 し⑤） を 1m 始して いる。 こ れ ら は 文 字通り）く 津 や 芝 栄を経 由 して神戸と牛荘 を

結 ぶ航路で、 3 迎に l I川の頻 疫で舞 •f 丸 ( l , 1 78 ト ン ） や 打 狗 丸 ( 1 , 695 ト ン ） が連航し た が、 翌

年 に 北泊}.li変のた めに両航路と も に 休航とな っ ている。 こ れらの航路 を 受 け 継 い だ形 と な っ てい

るのが、 明 治 35 年 に l!fJ 始 し た 神 戸 北 梢 線 （ 表 L⑤) で あ る。 こ れ は 神 戸と牛荘を結 び、 門 司 ・

芝 栄 ・ 人 袢を省 地 地 と してい た 。 盛航丸 ( 1 ,5 13 ト ン ） ほか 2 隻 （船名 は 不 明 ） が週 1 の頻 度で

述行して い た か、 明 治 37 年 に は H 鍛 戦 争の影態で、 芝 架もしくは天 薩ド 止 と な り 、 牛荘に航 行 が

1 1J 能 と な っ ても 、 12 月 以 降の結水 中 は牛 ；仕 や 天 津 に は寄 港 せ ず 、 秦 皇 島に l1il 航してい た 。 同 線

は 明 治 38 年 に は大 阪 に 延 航し 、 大 阪 北 消 線と 改 称して、 4 隻 の船 が ）J 4、 5 1叫 連 航して い た が、

叫 治 39 年1、 平期には1.;ii. )j I川の 出 仙 減 少のた め ）発 I | ．．と な っ て いる。
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(2) 朝鮮経由 満州航路

朝 鮮 ‘I汀；•いを経 山 し て 満 ）•I、 I の 大辿 あるいは牛荘 · '腐 [ Iへ予る定 期 航 路の最 初と息 わ れるのは、 1| 

本 郵船が りJ 治 33 年に命 令航路として 1す�j 始し た 神 戸韓 国北消線 （ 表 3怠）） である。 こ の 航路 の 発着

地 や 寄 泄 地 に つい て は、 社 史 からは窺 え ないが、 明 治 37 年 に おい て、 神 ）＾ iを発し、 門 可 ・ ー長 111翡 ・

釜 山 ・ f -． 川 ・ 足 栄 ・ 大枯を経 1 11 して［「月 に 沿いてい た （芝 業 ・ 大 訥 11}］で旅Jllill lに富i悲 するこ ともあ

り） 1 1 1  
0 1リ」 治 34年の連 航 1lll 数は4週 に 2 |iI | （ 月 2 |ll l ） で あ り、 2 隻が連航 し てい た こ とか ら 、 l 隻

か 月 1 |lll の 辿航であったと考 えられる。 I リ ］ 治 36 年には、 人 辿 丸 (2,926 ト ン ） と 1 1 1 束 丸 （2,03 1 ト ン ）

か述航 し ており、 合叶ト ン 数は4,957ト ン である。 ‘りIIすとしては比牧l9Jり 大 き な輸送力を持ってい たが、

叫 治 45 年には命令廃 I 卜とと も に 廃 止となっている。

人 阪 蘭 船は 明 治 39 年 に 長 崎· 一人 辿 線 （ 表 1-9) を 開 始 しているが、 こ れは 1明 治 38 年に IJr-1 始して

い た 恥 崎鎖加iI]綜と明 治 43 年に合 併して朝 鮮 経 1廿 長 崎 大 連 線となり、 人 ザ 7 年に補 助 合 ）従l| ．
． に

より廃 止 するまで続い て い た 。 朝 鮮 経 由 長 崎 大 連 線となって からの動 l(il に it 11 すると、 明 治 43

年の寄 迷 地は 、 伊）j 且1 ・ 郷 ノ 油 ・ 厳 ）訊 ・ 釜 山 ・ 木 tili ． 群 山 ・1了 川 ・ 鎖南 li|iとなっており、 谷 11i ま

で の 間に伊）j 里 や 郷 ノ 汗Ii （ 壱 岐）、 厳 原 （対 馬 ） に寄祗 している点 に 、 長 崎· からの航路で あ る特

徴がみら れる。 杯l 年 の 使） 廿 船は筑後 川 丸 (710 ト ン）、 安 東 丸 (804ト ン） の 1 ,000 ト ン 米 ‘iiilJの船

て あ り 、 合計ト ン 数は 1,5 14ト ン で あ る。 2 隻で 月 4 |llI 連航して い た こ と から、 各船は 月 2 1 i:l•I 長

崎 ・ 大 辿 間 を往復してい た と みられ、 月 間 の輸送力は 3,000 ト ン で あ っ た と考 えられる。 長 崎 と

い う 地）j か ら の 航路と し ては比較的愉送力 が 人 き かっ た と い え るが、 大正 5 年·には 1 位で ）」 2 1lil 

の 連航 に 縮 小しており、 大 止 7 年 の 廃 止 に 至っている。

こ の 航蹄の後 継とも戸 えるのが、 大 阪 商船に よ る大正 14年 開 始 の 九 州 祉が昨 線 （表 L⑭) で あ

る。 こ れは帆鮒 郵船と共 同 で命令航路 の 受命を受けたもので、 長 崎と大連 間 を結 ひ、 釜 山 ・ 木浦 ・

群 山 ・ 仁 川 ・ 鎖 南 湘に寄 港 し 、 復 路 は 安東県 ・ 鹿 児島 ・ ニ 角 ・ 若 津に 寄 港 して い た。 大 正 15 年

に は 甲 乙使 に 分かれ、 寄 港 地は 同 じで あるが、 喬 港 の 順番が異 な っていた 。 船舶 は 大 智 丸 ( 1 ,202

ト ン ） 1 位で、 月 1 回 から 1 1i1 | -;-|＇・・ 運 航 して い た が 、 Il(｛ 和 6 年 に 長 崎 発 の 安東丸を 最 後 に こ の 航 路

は帆 鮮 郵船へ譲渡 さ れ、 大 正 14年に共 同 で受 命を 受けた朝鮮郵船の朝 鮮 長 崎・ 大 連線 （表 2-@)

に吸収さ れ て いる。 九 州 漏鮮線を合併 吸 収し た 朝鮮長 崎大連線は、 朝鮮経 由 で 長崎と大連を結ぶ

航路を平狐で受命し た 形 と なり、 昭相 6 年には 九州 満鮮線 の 甲 乙便を継承する形で、 航路を甲 線 ・

乙線に分 けて連航して いた。 昭 和 12 年 には桜 島 丸 ( 1,281 ト ン ） 、 錦 江 丸 ( 1,268 ト ン ） の 2 隻を

使J|l し、 合計ト ン 数は 2 ,549 ト ン で あり、 連航 阿 数は 月 1 I日以上 （年 16 以 上 ） で あ っ た 。

(3 ) 大 連航路

内 地と大 辿を他 核 糾 ぶ 代 表 的 航路は、 一人 1奴 l均 船による明 治 38 年じ廿 始 の 大 阪 大 連 線（表 L⑧)

である。 1 1 本 祁船は利 年に神 戸 人 連 線（表 3⑦) を間 始し、 対抗する構 え をみせたが、 向社の間
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で協 定 が成 立し、 大連航路 は も っ ば ら 大阪 商船が経管する こ と と なり '3,、 日 本郵船の神 戸大連 線

は 明 治 42 年 に は廃止とな っ ている。 大 阪大連 線と はい え 発済 地 は 神 戸で 、 寄港地は 門 司 であ り 、

そ の 後、 月 に 2 ~ 3 1il] の頻 度で宇 品や広島が寄港地 に 加わる こ と があったが、 昭和 初期まで寄 港

地に変 化 は な かっ た 。 明 治 38 年の開 始 当 初の使用船舶 は 、 舞鶴丸 ( 1 ,098 ト ン ） 、 舞 子 丸 ( 1 , 1 78

ト ン ） の 2 隻で、 月 4 回の連航 ( 1 隻 が 月 2 阿 ） であ っ た が、 同 年の F 半期に は 、 舞 鶴 丸 ほ か 3

隻の合計 4 隻で週 2 阿 （ 月 8 回 に オ11 当 ） の連航とな り 、 合 計ト ン 数 は 5,643 ト ン 、 月 間 の延 べ合

訂ト ン 数 は 1 1 ,300 ト ン とな っ て い た 。 当 時と し て は大 き な輸送 力 で あるが、 そ の後 船 舶 は 大 型

化し、 2 ,000 ト ン 級 か ら 3,000 ト ン 級 、 さ らに は 5,000 から 6,000 ト ン 級の船舶 が航行するよ う に

な り 、 連 航船数も昭 和 初 期には 4 隻 から 9 隻 に まで 増 加 し て いる。 合 計 ト ン 数をみる と 、 明 治

44 年に は 1 1 ,650 ト ン と 1 )j ト ン を超 え、 そ の後 も 増 え 続 け て 昭 和 9 年に は 55,405 ト ン にまで増

加している。 また昭 和 9 年 は 9 隻で 月 25 I亘［ 運航し ており、 l 隻の連航回 数 も 明 治 38 年の 月 2 回

から 月 約 3 回に増 え た と みる こ とがで き 、 昭和 9 年の月 間の輸送 力 は 153,900 ト ン に及 ん で いた

と考 えられる。 合計 ト ン 数 か ら みると明 治 38 年の下 半期か ら は 約 10 倍 、 月 間の延べ合計ト ン 数

で は 約 14 倍 も 輸送 力 が 増 加し た とい え、 他の航路 と 比 べ て も 大阪大連 線の輸送力は群 を抜いて

大 き かっ た 。

大連 汽船の定期航路 は 、 大正 1 1 年に開始 し た 大 連 阪 神 線 （表 4①) が最初である。 こ の航路は、

当 初 は営 口 を発着地として、 冬期に大連を起 点 と し て いたが、 次 第に大連を起 点 と し て、 大阪 も

し く は神 戸を終点するよ う になった と 思われる。 船舶 は 長 順 丸 (2 ,246 ト ン ） ほか 2,000 ~ 3 ,000 ド

ン 級 が 1 ~ 2 隻運航 し て い た 。 次 いで 昭 和 4 年には大連 名 古屋 線 （表 4②) が愛知 県の命令航路

と して 開 始 し 、 約 4,000 ト ンの東 岡 丸 、 第五大星 丸 の 2 隻 が 月 2 回運航 し ていたが、 昭和 8 年に は

貨物活況のた め 臨時 増 配 が行われている。 合計ト ン 数 は 8,000 ト ン を超 え ており、 相 当な輸送力を

持っ て い たとい える。 そし て 、 昭和 8 年に は、 大連 と 新 潟 を結 ぶ大連 裏日本線 （表 4③) が 開 始

し ており、 往航で は 敦 賀 、 復航で は 伏木が寄港 地 と な っ ていた。 同 年の運航 回 数 は 不 明で あるが、

使 用 船は河南 丸 (3,280 ト ン）1 隻であった。

大連航路で は 上述 の大阪商船 と 大連 汽船の航路が重要であった と 考 え ら れるが、 本稿で は 検討

対象 と していな い 他の汽船会社の大連航路を含 め て 、 その位置 づ け を考 え て みよ う 。 表 5 は昭和

10 年にお ける主な大 連 定期航路の概要を示し た も のである。 当時の大連 航路を運航する会 社 と

して は、 大阪府船と大連 汽船のほ かに、 近 海郵船、 三井物産 （船舶部）、 川 崎汽船、 島谷汽船があっ

た。 近洵郵船 は 鹿 児島発に特徴があり、2,669 ト ン の貨物船 1 隻 が 長 崎 経 由 で 月 3 固 蓮航していた 。

一三 井 物 産と川 崎· 汽船 の 発 地 は 横 浜で、 2 隻の貨物船 が 月 2 ~ 3 回 連航し ており、 合 計 ト ン 数は い

ず れ も 6,300 ト ン 程 度であっ た 。 島 谷 汽船の定期航路 は 2 線あり、 発 地 は 大泊と根室 と なっている。

樺 太の大泊 が発地となっている航路 は 貨客船が 3 隻で 月 3 回 、 小樽 と 朝鮮を経 由 し て大連着となっ

ていた 。 ］ 隻 が 月 1 回 運航し て い た と みることができ、 合 計 ト ン 数 は 約 9,000 ト ン である。 根室
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表 5 大連定期航路 （昭和 1 0 年）

運営会社 区間及び主要寄港地 貨客船別 運航回数 船数 合計 ト ン数

近海郵船 鹿児島 ・ 長崎 ・ 大連 貞物 月 3 1 2 , 669 

大 阪商船 大阪 ・ 神戸 ・ 広島 ・ 門 司 ・ 大連 貨客 月 2 2 , 2 3  8 48 , 999 

大連汽船 ( 1 ) 新潟 ・ 伏木 ・ 敦賀 ・ 大連 • 宮 口 貨客 月 4 2 6 , 557  

( 2 ) 横浜 • 清水 ・ 名 古屋 ・ 大連 貨物 準定期 4 1 7 , 6 0 1  

( 3 ) 大阪 ・ 神戸 ・ 大浬 ・ 営口 貨物 準定期 2 5 , 707 

合計 8 2 9 , 8 6 5  

三井物産 （船舶部） 横浜 ・ 名古屋 ・ 大 阪 ・ 神戸 ・ 門司 ・ 大連 貨物 月 2 2 6 ,352  

川 崎汽船 横浜 ・ 名古屋 ・ 大連 貨物 月 3 2 6 , 294 

島谷汽船 ( 1 ) 大泊 ・ 小樽 • 朝鮮 ・ 大連 貨客 月 3 3 8 ,987  

( 2 ) 根室 ・ 名 古屋 ・ 大阪 ・ 大連 貨物 準定期 1 1 、824

ノ口 ＝ 計 4 1 0, 8 1 1  

注 ） 『 日 本郵船株式会社五十年史』 よ り 作成。

が発地となっている航路は 1,824 ト ン の貨物船が 1 隻 、 準定期で運航していた。 大阪商船と大 連

汽船の航路情報は、 先 に 検討したものと年 次 が 異なっているため 若 干 異なっているが、 同 様の内

容である。 大連 汽 船の (1 ) は 、 既述の大連裏日本線、 （2) は発地が横 浜となっているが 、 名 古屋

に寄 港しているので 、 名 古屋大連線が横浜まで 延 びたもの、 (3 ) は大連 阪 神 線 に相当するとみな

すことができる。 各 社の定期航路を合 計 ト ン 数で比較すると、 大阪商船 （大阪大連線）が 48,999

ト ン で 、 最大の ト ン 数 を 示し 、 次 ぐのが大連 汽 船 (3 線分） の29, 865 ト ン である。 この2社は他

社 よ り も 格段に合計 ト ン 数は大き く 、 大連と内地 間 の定期 航路の主要な担 い 手は両社で あ ったと

い え る。

なお、 日本郵船が経営す る 旅 順と内地を結ぶ航路しては 、 海軍 と の 特約 に よ り 明 治 39 年 に 開

始した佐 世保旅順線 （ 表 3⑩) があったが明 治 44 年 に 廃 止 となって いる。 また、 同 社 が 昭 和 8

年 に 開始した根室 青島大辿線 （表 3ー⑪） は、 昭和 10 年 には、 根室から釧路、 室 蘭、 函館、 横 浜 、

名 古屋 、 大阪 、 広 島を経て青島経 由 で大連へ と 向かう航路 と なっており、 秋 田 丸 (3,817 ト ン ） 、

山 形 丸 (3 ,807 ト ン ） の2隻 で 月 1 回 の運航をする航路であった。 これは島谷 汽船の根室 を発地

とする航路と類似 してお り 、 秋 田 丸 、 山 形丸 と も に 貨物船であ っ た。 日 本郵船は大阪と大連 や 京

浜と大連を結 ぶ航路から撤退していたが、 昭和初 期 には北涌道と大連を青島経 由 で結 ぶ貨物 線の

経営は行っていた。

5 . お わ り に

本稿では、 明 治期から昭和戦前期における大阪 商船、 日本郵船、 朝鮮郵船、 大連 汽船の内地 と
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朝 糾 ． 閥 州 ）」 1 (1 |を粘 ぶ 亙期 航 路 に ついて、 各礼 がll{｛和 戦前期 に 発 行した社 史 か ら ‘I‘ii報を抽 出 ・ 賂

即し て 屁Ill 能にした 上で、 各航路を持紬期 間 、 輪 送 ）J のI (l i から検詞し 、 その重裳 ＇性 や 呆 た し た

役割 に ついて 考 察し た 。 輸込 ）」 に 検闘 に お いては、 各航路 に 使）Il さ れた船舶の合 』ト ン 数 と 連航

11 1 ［ 放を名磁 し た 月 間 の延べ合且1 ト ン 数を衿 出して検いJ し た 。

切 （h( 力 1 (1 ［の航路は、 朝 鮮 ・、「 島 附 fり 、 1叫 J- '1八 束 Ji'を航行 する も のに分 けられ る 。 南岸の航路は、

釜 1 1 1 や 馬 山、 脱 水 、 木 浦など と 1)、] 地を 糾 ぶ も のであるが、 釜 1 1 1や 木 ] |]は、 1 ) 1 | ）J I[liへ航行す る 西

i 『航路の寄 他 地で も あ り 、 1リ l 治 38 年 には 関 釜 連 絡線が就航 し た こ と に よ って、 明 治 末 期 以 降は、

ロ ー カ ルな 富裳を満たすも の と して介行 し た が 、 内 地と！：り」鮒を結 ぶ 輸 送 ）J と しては大 き なも ので

は な か っ た。

加．ド航路でif, ＇災であ っ た のは 大 阪 商 船に よ る 人 阪 仁 川 線 と 大 阪 安 東 県 線であ る 。 両者は大」［ 中

期 には合併 して人阪酌州線 と なるなど、 複雑な航路の合 併 ・ 分離や名 称 変 更 を行って い る が、 特

紬竹 や輸込力のI(l i から阪 神 ）j |l，1］ と 肘l futとの輸送に重災な役割を呆 たしており 、 と り わ け 大 阪仁 川

線は明 治 1 |l期 か ら 始まり持続期 間は長 く 、 大 正 後 期 以 降の輸送 ）J は かなり人 き い。 また、 叫 鮒 郵

船の新 義）小1 人 阪 航路は 、 II{ 行| 1 期 には人）ril1の貨物船が使）廿 さ れ人 き な輸送 力 を持って い た 。 山 岸航

路は人 」I・・ 中 期 か ら 京 浜 ）］ Ifli と の定 期航路が 間 始 するようになったが、 人 阪 商 船の東京1屑鰍線 と と

も に叫鮮郵船の新義州 束 扇 線が重 要な役割を果 た してい た 。

束 J辛 航路では、 大 阪 商船の大 阪北鮮線が Fl 露戦争期 から航行しており 、 持続期 閤の長 さ や輸送

カ の1Iii でもっ と も 重炭で あ っ た が 、 明 治 末 期 か ら 大'1 [期 に か けて 、 朝 鮒 郵船が大 阪方I旬や l_- 1 本 洵

測 の敦 賀 と の航路を 1― 始、 昭和 期には 点 浜 ）j面との航路も開 始し、 束岸航路での重裳性をJ：椅 して

いた。 — 方 、 人 阪 商船は 昭 和 期 に は 京 浜 方 面 と 東岸を結ぶ東 京北鮒線を 開 始、 大 阪 消 津線も 開 始

するなど、 朝f(l_'（郵船 に 対抗して い た。

油',1 、 }|{ ｝J I化の航路で『 く に 1li-l 始 し たのは牛；i] と 内 地を 結 ふ 航路である。 これは 1二1 本郵船の判l 戸牛

荘 線 か り文 初であ り 、 咀 治 中 期に 10 年ほ どで終 わ る が、 明 治 後 期 か ら 大正期に かけて横 浜 と 牛壮

を結ぶ 航路が述航しており、 1 1 本 郵船は1叶への航路糾持 と い う 面で一 定の役割を朱 た していた。

祉1:j 什•I)」 1川の航路 で 直 炭なのは 大 辿 と 内 地を 結 ぶ航路であ り 、 朝 鮒 半 島を経 由 する航路もあったが、

人 辿 と 1}、」 地 をiiり 扱 結 ぶ航路が と く に凧 要であった。 そ の航路で圧 倒的な 地 位 を 占 めていたのが、

大 阪 向船に よ る人 阪 ）く 連 線 て ある。 人 1奴人辿綜は 日 露 戦 争 直 後 から連航しており 、 そ の輸 送 力 は

他の人 辿への航路をII 倒し、 初 鮮 ・ 欄｝ 、卜1 )J |iliの全航路のなかでも 群を抜いて輸送力は大 き かった。

大 廿後 期 か ら II(1 fl l 期 に なる と 人 辿 汽船か）ゞ辿と 1)、］ 地 間の航路を開 き 、 名 古）笙 お よ ひ以 浜 方1hiと人

辿 を 糾 ふ 航路を中 心 に 比 較 的 大 き な輸 送 ）」 を拉っていた。 また、 人 止 末 期 か ら は大 阪 商 船お よ び

朝 鮮 郵 船に よ っ て に IlI裔と人 連を粘 ふ 航 路 、 II(廿| 1 期には 1 1 本 郵 船が北 洵 追 と 人連を結 ふ航路を辿航

し 、 地 ）jの＇甚 裳 に 応 えて し ＼た。

以 I·、 l リ l 治期 か ら II打II戦 1前 期の1人」 地 と 帆．舟（ ・ 祉蘭 州 ）j |川を糾 ふ 定 期 航路に 1閉して 、 ネI 史 か ら の限
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ら れた'|胄 骰 て は あるが、 賂 即し て • 覧 することができ、 各航路の位 附 づ けを行 う ことがで き た 。

今後 は 各航路の航路家 1J、j や、 うも倍 地および寄 地 地での沿濯lなどよる・八船述 行 ， 1内恨 によって、 各 航

路の連航丈 態を解 Iリlし ていくのが諜迎である。
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